
国語科学習の発展課題―国語学分野について― 

 

① 
 

要
旨 

 

新
し
い
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
九
年
告
示
）
を
ふ
ま
え
、
国
語
学
分
野
に
関
す
る

国
語
科
学
習
の
発
展
課
題
に
つ
い
て
、
私
見
を
提
示
す
る
。
具
体
的
に
は
、
二
点
。
ま

ず
は
、
中
学
生
・
高
校
生
を
想
定
し
た
、「
語
彙
指
導
の
改
善
・
充
実
」
に
資
す
る
漢

字
学
習
の
方
法
、
お
よ
び
辞
書
指
導
の
展
開
例
で
あ
る
。
語
彙
指
導
の
充
実
は
、
語
彙

が
豊
富
で
あ
る
と
い
う
日
本
語
の
特
質
か
ら
も
、
必
須
の
事
項
で
あ
る
。
次
に
、「
我

が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
指
導
の
改
善
・
充
実
」
に
資
す
る
も
の
で
、
地
域
の
方
言

に
注
目
し
、
総
合
的
な
学
習
の
展
開
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
国
語
教
育
・
学
習
指
導
要
領
・
語
彙
学
習
・
辞
書
指
導
・
方
言
・ 

 
 
 
 
 
 

総
合
学
習 

 

は
じ
め
に 

 

新
し
い
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
九
年
告
示
）
が
告
示
さ
れ
た
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
次
の
諸
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
１
）。 

１｢

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現 

２
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
再
整
理 

３｢

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善 

４
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現 

５
具
体
的
な
教
育
内
容
の
改
善
等 

①
国
語
教
育
を
中
心
と
し
た
言
語
能
力
の
確
実
な
育
成 

②
理
数
教
育
の
充
実 

③
我
が
国
の
伝
統
や
文
化
に
対
す
る
教
育
の
充
実 

④
外
国
語
教
育
の
充
実 

 

国
語
科
学
習
の
発
展
課
題 

―
国
語
学
分
野
に
つ
い
て
― 

 A
p
p
lied

 p
ractices o

n
 Jap

an
ese stu

d
ies, esp

ecially Jap
an

ese lin
g
u
istics 

 

大 

橋 

敦 

夫 

O
h
ash

i 
A
tsu

o
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② 
 

⑤
体
験
活
動
の
重
視 

⑥
各
教
科
に
お
け
る
情
報
活
用
力
の
育
成 

６
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
教
育
条
件
の
整
理 

 

ま
た
、『
国
語
科
の
学
習
指
導
要
領
の
解
説
』（
注
２
）
で
は
、「
改
訂
の
趣
旨
及
び

要
点
」
の
中
で
、「
学
習
内
容
の
改
善
・
充
実
」
に
つ
い
て
、
次
の
点
を
指
摘
し
て
い

る
。 

①
語
彙
指
導
の
改
善
・
充
実 

②
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
指
導
の
改
善
・
充
実 

③
学
習
過
程
の
明
確
化
、「
考
え
方
の
形
成
」
の
重
視 

④
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
指
導
の
改
善
・
充
実 

 

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
主
に
中
学
生
・
高
校
生
を
想
定
し
た
語
彙
学
習
と
、
方
言
を
教

材
に
し
た
総
合
学
習
の
展
開
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
た
い
。 

 

第
一
章 

漢
字
学
習
の
革
新
（
字
形
練
習
→
語
彙
学
習
へ
） 

 

中
世
期
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
＝
ザ
ビ
エ
ル
に
よ
っ
て
、「
日
本
語
は
悪
魔
の
言
語
」
と

評
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
覚
え
て
も
覚
え
て
も
、
キ
リ
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
漢
字
の

存
在
が
主
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
は
、「
常
用
漢
字
表
」
に
よ
っ
て
日
常
生
活
に

使
わ
れ
る
漢
字
数
の
目
安
が
示
さ
れ
（
二
一
三
六
字
）、
義
務
教
育
で
学
ぶ
べ
き
漢
字

も
、
範
囲
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
二
六
字
）。 

 

入
門
期
の
小
学
校
で
は
、
八
マ
ス
く
ら
い
の
ノ
ー
ト
を
用
い
て
、
同
じ
漢
字
を
ひ
た

す
ら
書
く
よ
う
な
練
習
か
ら
始
ま
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
鉛
筆
と
い
う
筆
記
用

具
に
な
れ
つ
つ
文
字
に
親
し
む
と
い
う
点
で
、
こ
れ
は
こ
れ
で
、
意
義
の
あ
る
学
習
方

法
と
言
え
る
。 

 

だ
が
、
学
齢
が
あ
が
っ
て
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
む
な
し
い
作
業
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
こ
で
、
漢
字
学
習
を
、
単
な
る
字
形
練
習
か
ら
、
語
彙
を
増
や
す
学
習
に

転
換
す
る
方
法
を
提
案
し
た
い
。 

 

日
本
語
の
語
彙
は
、
他
言
語
と
の
比
較
に
お
い
て
、
豊
富
と
言
わ
れ
（
注
３
）、
成

人
の
理
解
語
彙
は
、
約
三
万
～
四
万
語
と
さ
れ
て
い
る
（
注
４
）。
し
た
が
っ
て
、
あ

る
程
度
の
漢
字
の
字
形
を
習
得
し
た
ら
、
そ
れ
以
後
は
、
字
形
練
習
よ
り
も
、
漢
字
を

軸
に
し
、
語
彙
を
豊
富
に
し
て
い
く
学
習
を
行
う
よ
う
に
し
た
い
。 

 

た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
に
、
学
ぶ
対
象
の
漢
字
（「
化
」）
を
含
ん
だ
語
彙
を
、
語
構

成
（
上
接
例
・
下
接
例
）
を
意
識
し
な
が
ら
、
漢
字
音
と
と
も
に
整
理
し
、
観
察
す
る
。

さ
ら
に
、
①
そ
れ
ら
の
語
の
反
意
語
を
挙
げ
て
み
る
、
②
同
義
語
（
類
義
語
）
と
の
使

い
分
け
を
例
文
と
と
も
に
理
解
す
る
、
③
関
連
の
こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句
・
四
字
熟
語
を

挙
げ
て
み
る
、
の
よ
う
に
一
字
の
漢
字
を
軸
に
語
彙
を
増
や
す
学
習
を
展
開
す
る
の

で
あ
る
。 

  

化 
 
 
 
 

カ
［ 

音
］
■
□ 

化
学
・
化
合
・
化
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
■ 

文
化
・
気
化
・
異
化 

 
 
 
 

ケ
［ 

音
］
■
□ 

化
粧
・
化
身 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
■ 

変
化
（
へ
ん
げ
）・
権
化
（
ご
ん
げ
） 

 

①
化
学
←
→
天
然
・
化
合
←
→
分
解 

②
文
化
…
…
文
化
部
の
活
動 

 

文
明
…
…
文
明
の
利
器 

③
時
化
（
し
け
）
を
食
う
・
羽
化
登
仙 

  

漢
字
音
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
の
例
の
よ
う
に
音
の
違
い
が
意
味
の
違
い
と
か
か

わ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 
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③ 
 

カ
［
漢
音
］
…
…
か
わ
る
。
か
え
る
。 

ケ
［
呉
音
］
…
…
ば
け
る
。
ば
か
す
。 

 
ま
た
、
次
章
と
も
関
連
す
る
が
、
教
室
で
複
数
の
漢
和
辞
書
を
引
き
比
べ
る
こ
と

で
、
辞
書
に
よ
っ
て
、
漢
字
音
の
認
定
が
違
う
こ
と
に
気
づ
く
場
合
も
あ
る
（
注
５
）。 

 

国
語
教
科
書
の
記
述
で
は
、
漢
字
音
（
呉
音
・
漢
音
・
唐
宋
音
）
の
区
別
に
、
あ
ま

り
力
点
を
置
い
て
い
な
い
。
音
読
み
の
違
い
は
、
主
に
時
代
の
違
い
で
あ
っ
て
、
意
味

の
違
い
と
は
関
係
な
い
（
注
６
）
の
で
、
そ
れ
で
も
構
わ
な
い
。
が
、
日
本
語
で
は
、

音
読
み
を
意
味
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
い
る
。
以
下
に
、
例
を
追
加
す
る
。 

  

省 
 
 
 
 

シ
ョ
ウ
［
呉
音
］
■
□ 

省
力
・
省
略
・
省
庁
・
省
令 

…
…
は
ぶ
く
・
お
役
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
■ 

外
務
省
・
財
務
省 

…
…
お
役
所 

 

 
 
 
 

セ
イ 

［
漢
音
］
■
□ 

省
察
・
省
審 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
■ 

内
省
・
反
省
・
自
省 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

…
…
ふ
り
か
え
っ
て
、
よ
く
見
る 

  

漢
字
音
の
名
前
ま
で
を
覚
え
こ
む
必
要
は
な
い
が
、
音
の
違
い
で
意
味
が
整
理
で

き
る
こ
と
を
知
る
の
は
、
記
憶
に
刻
み
込
み
や
す
く
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
語
構
成
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
意
味
の
識
別
が
明
確
に
な
る
例
も
、
存
在
す

る
。 

  

漢 
 
 
 
 

カ
ン
（
呉
音
・
漢
音
） 

 
 
 
 
 
 
 

■
□ 

漢
字
・
漢
文
・
漢
語 

 

…
…
中
国 

 
 
 
 
 
 
 

□
■ 

正
義
漢
・
熱
血
漢 

 
 

…
…
男
性 

 
 
 
 
 
 
 

□
■ 

天
漢
・
銀
漢
・
雲
漢 

 

…
…
天
の
川 

  

労 
 
 
 
 

ロ
ウ
（
呉
音
・
漢
音
） 

 
 
 
 
 
 
 

■
□ 

労
働
・
労
力
・
労
苦
・
労
作 

 
 
 
 
 
 
 

□
■ 

勤
労
・
功
労
・
疲
労
・
徒
労
・
心
労
・
苦
労 

 

←
「
仕
事
を
す
る
」「
疲
れ
る
」
の
両
義
が
基
本
だ
が
、
下
接

例
の
方
が
、「
疲
れ
る
」
意
の
用
例
が
多
い
。 

 

第
二
章 

辞
書
の
引
き
比
べ 

 

国
語
辞
書
を
活
用
し
た
引
き
比
べ
に
つ
い
て
、
次
の
三
通
り
の
方
法
を
提
案
し
た

い
。 

 

①
語
釈
の
変
遷 

 
 

Ａ
．
通
時
的
変
遷 

 

時
代
が
変
わ
り
、
意
味
も
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
例
を
辞
書
に
求
め
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
例
と
し
て
、「
天
気
予
報
」
を
挙
げ
る
。
大
正
期
の
国
語
辞
典
の
語
釈

に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。 

□
『
大
日
本
国
語
辞
典
』（
四
版 

金
港
堂
・
冨
山
房 

大
正
六
（
一
九
一
七
・

一
二
）） 

一 

天
気
図
に
基
き
、其
の
地
方
に
於
け
る
天
気
の
変
化
を
察
し
て
預
め
報
告

す
る
こ
と
。 

二 

多
く
、
あ
て
に
な
ら
ぬ
預
言
。（
原
文
・
旧
字
） 

 

現
在
（
平
成
期
）
の
国
語
辞
書
に
は
、
二
の
よ
う
な
記
述
は
無
い
。
生
活
実
感
と
し
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④ 
 

て
も
、
天
気
予
報
は
「
当
た
る
」
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
る
と
、
い
つ
ご
ろ

か
ら
、
こ
の
意
味
が
消
え
た
の
か
、
追
跡
す
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。 

 
 

Ｂ
．
改
訂
に
よ
る
変
遷 

 

折
々
に
改
訂
さ
れ
る
同
一
の
辞
書
の
各
版
を
並
べ
、
語
釈
の
変
遷
を
観
察
す
る
と

い
う
方
法
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
テ
レ
ビ
（
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
）」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、

『
広
辞
苑
』（
岩
波
書
店
）
の
各
版
を
並
べ
て
み
る
。 

 
 

□
初
版
（
一
九
六
六
・
四 

第
二
〇
刷
） 

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン 
実
景
を
そ
の
ま
ま
電
波
に
よ
っ
て
遠
方
に
お
く
り
、映
写
す

る
装
置
。
ア
イ
コ
ノ
ス
コ
ー
プ
を
用
い
て
、
光
の
強
弱
を
電
流
の
強
弱
に
変
換

し
、
こ
れ
を
必
要
に
応
じ
て
増
幅
し
、
主
に
電
波
を
介
し
て
放
送
す
る
。
こ
の

電
波
を
電
光
変
換
装
置
に
よ
っ
て
電
流
に
比
例
し
た
光
度
の
変
化
に
変
換
し

像
を
形
成
さ
せ
る
。
電
視
。
テ
レ
ビ
。
ヴ
ィ
デ
オ
。 

 
 

□
第
二
版
補
訂
版
（
一
九
九
七
・
一
〇 

第
二
刷
） 

 
 
 

テ
レ
ビ 

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
略
。 

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン 

実
景
を
そ
の
ま
ま
電
波
に
よ
っ
て
遠
方
に
お
く
り
、画
像
に

再
生
す
る
装
置
。
撮
像
管
を
用
い
て
、
光
の
強
弱
を
電
流
の
強
弱
に
変
換
し
、

こ
れ
を
必
要
に
応
じ
て
増
幅
し
、
有
線
ま
た
は
電
波
を
介
し
て
放
送
す
る
。
こ

れ
を
受
信
し
受
像
管
に
よ
っ
て
光
度
の
変
化
に
変
換
し
像
を
形
成
さ
せ
る
。
電

視
。
テ
レ
ビ
。
ビ
デ
オ
。 

 
 

□
第
三
版
（
一
九
八
三
・
一
二 

第
一
刷
） 

 
 
 

テ
レ
ビ 

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
略
。 

 
 
 
 
 
 

―
カ
メ
ラ 

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン 

実
景
を
そ
の
ま
ま
電
波
な
ど
を
使
っ
て
遠
方
に
お
く
り
、
画

像
に
再
生
す
る
装
置
。
撮
像
管
を
用
い
て
、
光
の
強
弱
を
電
流
の
強
弱
に
変
換

し
、こ
れ
を
必
要
に
応
じ
て
増
幅
し
、有
線
ま
た
は
電
波
を
介
し
て
伝
達
す
る
。

こ
れ
を
受
信
し
受
像
管
に
よ
っ
て
光
度
の
変
化
に
変
換
し
像
を
形
成
さ
せ
る
。

電
視
。
テ
レ
ビ
。
ビ
デ
オ
。 

 
 

□
第
四
版
（
一
九
九
一
・
一
一 

第
一
刷
） 

 
 
 

テ
レ
ビ 

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
略
。 

 
 
 
 
 
 

―
カ
メ
ラ 

 
 
 
 
 
 

―
ゲ
ー
ム 

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン 

①
画
像
を
電
気
信
号
に
変
換
し
、
電
波
・
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
で

送
り
、
画
像
に
再
生
す
る
放
送
・
通
信
の
方
式
。
②
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
１
の
画
像

を
再
生
す
る
装
置
。
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
像
機
。
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
機
。
テ
レ

ビ
。 

 
 

□
第
五
版
（
一
九
九
八
・
一
一 

第
一
刷
） 

 
 
 

テ
レ
ビ 

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
略
。 

 
 
 
 
 
 

―
カ
メ
ラ 

 
 
 
 
 
 

―
ゲ
ー
ム 

 
 
 
 
 
 

―
で
ん
わ
（
電
話
） 

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン 

①
画
像
を
電
気
信
号
に
変
換
し
、
電
波
・
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
で

送
り
、
画
像
に
再
生
す
る
放
送
・
通
信
の
方
式
。
②
１
の
画
像
を
再
生
す
る
装

置
。
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
像
機
。
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
機
。
テ
レ
ビ
。 

 
 

□
第
六
版
（
二
〇
〇
八
・
一 

第
一
刷
） 

 
 
 

テ
レ
ビ 

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
略
。 

 
 
 
 
 
 

―
か
い
ぎ
（
会
議
） 

 
 
 
 
 
 

―
カ
メ
ラ 

 
 
 
 
 
 

―
ゲ
ー
ム 

 
 
 
 
 
 

―
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ 

 
 
 
 
 
 

―
で
ん
わ
（
電
話
） 
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⑤ 
 

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン 

①
画
像
を
電
気
信
号
に
変
換
し
、
電
波
・
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
で

送
り
、
画
像
に
再
生
す
る
放
送
・
通
信
の
方
式
。
②
１
の
画
像
を
再
生
す
る
装

置
。
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
像
機
。
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
機
。
テ
レ
ビ
。 

 

通
覧
す
る
と
、
初
版
で
は
、
機
械
の
構
造
に
説
明
の
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
な
か
っ
た
物
の
仕
組
み
の
解
説
に
熱
心
で
あ
る
が
、
電
気
関
係
の
専
門
用
語
が

や
や
難
し
い
。
語
釈
が
す
っ
き
り
と
し
て
く
る
の
は
、
第
四
版
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

第
二
版
か
ら
は
、
略
語
（「
テ
レ
ビ
」）
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
派
生
語
も
第

四
版
か
ら
、
増
え
始
め
る
（「
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
」（
第
四
版
）
＋
「
テ
レ
ビ
電
話
」（
第

五
版
）
＋
「
テ
レ
ビ
会
議
」「
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」（
第
六
版
））。 

 

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
テ
レ
ビ
の
普
及
率
と
関
わ
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

② 

版
型
に
よ
る
語
釈
の
相
違 

 

小
型
・
中
型
・
大
型
の
国
語
辞
典
を
並
べ
、
意
味
記
述
を
比
較
す
る
。
例
と
し
て
、 

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
で
比
べ
て
み
る
。 

 
 

□
『
三
省
堂
国
語
辞
典
』（
第
七
版
第
一
刷 

二
〇
一
四
・
一
）《
小
型
》 

①
〔
哲
〕（
そ
の
人
ま
た
は
あ
る
集
団
の
）
歴
史
的
・
社
会
的
立
場
に
も
と
づ

い
て
作
ら
れ
た
、
根
本
的
な
考
え
。
観
念
形
態
。 

②
思
想
。
主
義
。
主
張
。 

 
 

□
『
広
辞
苑
』（
第
六
版
第
一
刷 

二
〇
〇
八
・
一
） 

 
 
 

《
中
型
》 

①
ト
ラ
シ
ー
ら
を
空
論
家
と
し
て
非
難
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
侮
辱
的
用
法
を

う
け
て
、
マ
ル
ク
ス
が
用
い
た
語
。
歴
史
的
・
社
会
的
に
制
約
さ
れ
た
観
念
形

態
の
意
。 

②
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
批
判
理
論
で
は
、
虚
偽
意
識
と
し
て
批
判
の
対
象

と
さ
れ
る
。 

③
転
じ
て
、
単
に
思
想
傾
向
、
政
治
や
社
会
に
対
す
る
考
え
方
。 

 
 

□
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
第
一
刷 

二
〇
〇
〇
・
一
二
）《
大
型
》 

①
歴
史
的
・
社
会
的
に
全
体
と
し
て
規
定
さ
れ
た
考
え
方
の
型
。 

②
政
治
、
社
会
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
。
思
想
傾
向
。 （

用
例
文
・
省
略
） 

 

版
型
が
大
き
い
方
が
、
語
釈
の
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
あ
り
、
よ
り
充
実
し
た
意
味
記

述
が
期
待
で
き
る
。
小
型
は
、
語
釈
ス
ペ
ー
ス
に
限
ら
ず
、
何
か
と
制
約
が
あ
る
が
、

中
学
生
に
わ
か
る
説
明
文
を
心
が
け
て
い
る
『
三
省
堂
国
語
辞
典
』
の
苦
心
を
味
わ
い

た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
広
辞
苑
』
は
、
百
科
項
目
の
収
録
を
特
色
の
一
つ
に
し
て
い

る
の
で
、
中
型
な
が
ら
、
詳
し
い
解
説
を
展
開
し
て
い
る
。 

 

③ 

語
釈
の
対
照 

 

同
一
の
版
型
の
辞
書
で
、
同
じ
語
を
引
き
比
べ
、
そ
こ
か
ら
各
辞
書
の
個
性
を
う
か

が
お
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
例
を
「
恋
愛
」
と
す
る
。 

 
 

□
『
岩
波
国
語
辞
典
』（
第
七
版
新
版
第
一
刷 

二
〇
一
一
・
一
一
） 

 
 
 

男
女
間
の
、
恋
い
し
た
う
愛
情
。
こ
い
。 

 
 

□
『
明
鏡
国
語
辞
典
』（
第
一
版
第
二
刷 

大
修
館
書
店 

二
〇
〇
三
・
四
） 

 
 
 

互
い
に
異
性
と
し
て
恋
い
慕
う
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
感
情
。 

 
 

□
『
新
明
解
国
語
辞
典
』（
第
六
版
第
五
刷 

三
省
堂 

二
〇
〇
六
・
一
二
） 

特
定
の
異
性
に
対
し
て
他
の
全
て
を
犠
牲
に
し
て
も
悔
い
無
い
と
思
い
込
む

よ
う
な
愛
情
を
い
だ
き
、
常
に
相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
は
、
二
人
だ
け
で
い
た

い
、
二
人
だ
け
の
世
界
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
願
い
、
そ
れ
が
か
な
え
ら
れ
た

と
言
っ
て
は
喜
び
、
ち
ょ
っ
と
で
も
疑
念
が
生
じ
れ
ば
不
安
に
な
る
と
い
っ
た

状
態
に
身
を
置
く
こ
と
。 

 

他
の
辞
書
の
真
似
を
し
な
い
と
の
方
針
を
堅
持
し
て
い
る
『
新
明
解
』
は
、
そ
の
語

釈
も
個
性
的
で
、
読
め
る
（
読
ん
で
お
も
し
ろ
い
）
辞
書
と
も
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
姿
勢
を
推
し
進
め
る
と
、
創
作
的
語
釈
に
取
り
組
ん
で
み
る
と
い
う
課
題
設

定
も
で
き
る
。
先
例
と
し
て
は
、『
侏
儒
の
言
葉
』（
芥
川
龍
之
介 

一
九
二
三
～
一
九
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二
五
）
や
『
悪
魔
の
辞
典
』（
Ａ
・
ビ
ア
ス 

一
九
一
一
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
（
注
７
）。 

 

 
さ
ら
に
、
相
互
に
語
釈
を
検
討
す
る
場
を
設
け
、
価
値
観
・
人
生
観
・
世
界
観
に
つ

い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
深
め
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。 

 

第
三
章 
方
言
を
教
材
に
し
た
総
合
学
習
の
展
開 

 

方
言
を
教
材
に
し
た
総
合
学
習
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
諸
方
法
が
考
え
ら

れ
る
。 

 

①
カ
ル
タ
・
日
め
く
り
等
の
作
成 

 

②
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

Ａ
．
方
言
グ
ッ
ズ
の
収
集
・
分
析 

Ｂ
．「
出
世
魚
」
の
比
較 

Ｃ
．
俚
言
を
含
む
「
こ
と
わ
ざ
」
の
収
集
・
分
析 

Ｄ
．「
も
の
も
ら
い
（
麦
粒
種
）」
の
直
し
方
に
つ
い
て
の
分
析 

③
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

Ａ
．
演
劇
・
語
り 

Ｂ
．
民
謡
・
歌
謡
曲
の
創
作
、
そ
れ
ら
の
舞
踊
・
振
付
の
創
作 

Ｃ
．
地
域
の
紹
介 

 

具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（
二
〇
一
八
）
で
取
り
上
げ
た
の
で
、
そ
ち

ら
に
ゆ
ず
り
、
さ
ら
に
補
足
す
べ
き
展
開
例
を
付
け
加
え
る
こ
と
と
す
る
。 

 

そ
れ
は
、
右
記
②
Ｂ
．「
出
世
魚
」
の
比
較
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

一
つ
の
言
語
社
会
に
お
い
て
、
興
味
関
心
を
強
く
寄
せ
て
い
る
分
野
の
語
彙
は
、
豊

富
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
意
味
分
野
が
何
か
を
探
れ
ば
、
そ
の
言

語
社
会
の
あ
り
よ
う
（
歴
史
・
風
土
な
ど
）
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し

た
意
味
分
野
を
「
言
語
的
文
化
重
点
領
域
」
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
学
習
課
題

と
し
て
、
次
に
四
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。 

（
１
）
語
彙
の
豊
富
な
意
味
分
野
は
？ 

 

例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
農
業
語
彙
が
豊
富
と
言
わ
れ
て
い
る
。
科
学
技
術
の
進
ん

だ
国
で
は
あ
る
が
、
穀
物
自
給
率
も
高
く
、
農
業
国
と
し
て
の
伝
統
が
反
映
し
て
い

る
。 

 

日
本
語
の
方
言
で
は
、
雪
の
降
る
地
域
で
は
、
当
然
な
が
ら
、
雪
に
関
す
る
語
彙
が

多
く
な
る
。
長
野
県
と
新
潟
県
に
ま
た
が
る
豪
雪
地
帯
の
秋
山
郷
方
言
で
は
、
雪
に
関

す
る
語
彙
が
二
四
〇
を
超
え
る
と
い
う
（
そ
の
内
容
は
、
雪
の
降
り
方
、
積
も
り
方
・

雪
対
策
の
道
具
や
衣
類
な
ど
、
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
）。 

 

こ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
、
地
元
の
方
言
を
見
つ
め
な
お
そ
う
と
い
う
の
が
課
題

で
あ
る
。 

（
２
）
姓
の
特
徴 

 

チ
ェ
コ
で
は
、
魚
を
示
す
姓
が
少
な
く
、
鳥
を
示
す
姓
が
五
四
八
種
も
あ
る
と
い
う

(

注
８)

。 

 

姓
や
地
名
な
ど
を
語
源
か
ら
解
釈
す
る
一
方
、
分
布
の
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
で
、

民
俗
学
的
な
視
点
も
意
識
し
つ
つ
、
歴
史
や
地
理
等
に
分
野
を
広
げ
た
学
び
を
展
開

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

長
野
県
の
例
で
あ
れ
ば
、「
沢
」
の
つ
く
苗
字
の
例
と
そ
の
由
来
を
探
っ
て
み
る
こ

と
等
が
考
え
ら
れ
る
。 

（
３
）
校
章
の
文
化
誌 

 
新
潟
県
十
日
町
市
は
、
雪
と
の
戦
い
が
半
年
に
も
お
よ
ぶ
豪
雪
地
帯
で
あ
る
。
そ
れ

を
反
映
し
て
、
市
内
三
〇
校
（
小
中
高
）
の
半
数
以
上
の
校
章
は
、
雪
の
結
晶
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
自
分
の
住
む
地
域
で
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
を
探
ろ
う
と
い
う
の
が
課

題
で
あ
る
。 
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ち
な
み
に
、
長
野
県
内
は
、
桑
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
校
章
数
が
二
二
で
、
全
国
最
多
と

言
わ
れ
て
い
る
（
注
９
）。
か
つ
て
の
養
蚕
王
国
の
名
残
で
あ
る
。 

（
４
）
公
共
図
書
館
の
郷
土
資
料
の
特
設
分
類 

 

地
域
の
公
共
図
書
館
を
出
発
点
に
、
他
の
地
域
と
の
比
較
を
試
み
る
方
法
で
あ
る
。

郷
土
資
料
は
、
通
常
の
Ｎ
Ｄ
Ｃ
に
よ
る
分
類
に
加
え
、
多
く
の
図
書
館
が
熱
心
に
収
集

し
て
い
る
分
野
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

管
見
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
。 

 
 

神
奈
川
県
立
図
書
館
（
神
奈
川
県
）
…
…
海
難
事
故
判
例
集 

 
 

上
越
市
立
高
田
図
書
館
（
新
潟
県
）
…
…
ス
キ
ー
文
献 

 
 

十
日
町
市
立
図
書
館
（
新
潟
県
）
…
…
雪
の
文
献 

 
 

市
立
飯
山
図
書
館
（
長
野
県
）
…
…
ス
キ
ー
と
雪
の
文
献 

 

港
町
な
ら
で
は
、
雪
国
な
ら
で
は
の
特
徴
が
出
て
い
る
。 

 

ま
た
、
県
境
の
近
い
地
域
の
図
書
館
で
は
、
隣
接
県
の
郷
土
資
料
や
地
方
紙
を
置
い

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
長
野
県
内
の
例
で
は
、 

 
 

富
士
見
町
立
図
書
館
…
…
『
小
淵
沢
町
史
』・
山
梨
日
日
新
聞 

 
 

中
軽
井
沢
図
書
館
…
…
上
毛
新
聞 

 
 

御
代
田
町
立
図
書
館
…
…
『
安
中
市
史
』 

な
ど
、
山
梨
県
、
群
馬
県
の
も
の
が
あ
る
。 

 

国
語
科
の
調
べ
学
習
の
舞
台
と
な
る
図
書
館
そ
の
も
の
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
地

理
・
歴
史
等
と
の
総
合
学
習
へ
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

主
に
語
彙
学
習
の
観
点
か
ら
、
い
く
つ
か
の
学
習
方
策
を
挙
げ
て
き
た
が
、
国
語
科

の
学
び
の
分
野
は
広
い
。
本
稿
で
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
分
野
（
情
報
の
扱
い
方
・
考
え

方
の
形
成
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

注 注
１ 

小
林 

努
「
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
―
―
中
央
教
育
審
議
会
の
議

論
か
ら
改
訂
へ
―
―
」『
日
本
語
学
』
三
七
―
三
（
明
治
書
院
二
〇
一
八
・
三
） 

注
２ 

『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
29
年
告
示
）
解
説 

国
語
編
』
文
部
科
学

省
（
東
洋
館
出
版
社 

二
〇
一
八
・
三
） 

注
３ 

ま
ず
、
テ
キ
ス
ト
に
新
出
す
る
語
彙
を
い
く
つ
覚
え
た
ら
、
そ
の
言
語
が
理
解

で
き
る
か
と
い
う
目
安
の
数
に
つ
い
て
。
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ス
ペ
イ
ン
語

は
、
五
千
語
習
得
す
る
と
九
〇
％
以
上
の
理
解
が
可
能
な
の
に
対
し
、
日
本
語

を
九
〇
％
以
上
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
語
彙
は
、
二
万
二
千
語
と
言
わ
れ

て
い
る
。 

 
 
 
 

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
な
る
の
か
と
い
う
と
、
同
じ
物
事
を
指
す
の
に

複
数
の
語
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、 

 
 
 
 
 

や
ど
・
旅
館
・
ホ
テ
ル 

 
 
 
 
 

わ
ざ
・
技
術
・
テ
ク
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 
 

か
た
・
形
式
・
フ
ォ
ー
ム 

 
 
 

の
よ
う
に
、
和
語
・
漢
語
・
外
来
語
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
が
込

め
ら
れ
、
そ
の
存
在
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 

こ
う
し
た
事
情
を
反
映
し
て
か
、
昨
今
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
小
学
生
向

け
の
語
彙
学
習
用
書
籍
の
出
版
が
盛
ん
で
あ
る
。 

『
マ
ン
ガ
で
わ
か
る
！
10
才
ま
で
に
覚
え
た
い
言
葉
１
０
０
０
』（
高
濱
正
伸

監
修 

永
岡
書
店 

二
〇
一
六
） 

『
マ
ン
ガ
×
く
り
返
し
で
ス
イ
ス
イ
身
に
つ
く
１
２
０
０
の
言
葉
ド
リ
ル
』

（
陰
山
英
男
監
修 

リ
ベ
ラ
ル
社 

二
〇
一
八
） 

『
こ
ど
も
語
彙
力
１
２
０
０
』（
齋
藤
孝 

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ 

二
〇
一
八
） 

『
語
彙
力
ア
ッ
プ
ド
リ
ル
』（
齋
藤
孝 

幻
冬
舎 

二
〇
一
八
） 
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⑧ 
 

注
４ 

和
田
利
政
・
金
田 

弘
『
国
語
要
説
』
五
訂
販
（
大
日
本
図
書 

二
〇
〇
六
・

四
）
六
一
頁 

注
５ 

た
と
え
ば
、「
画
」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
相
違
例
が
あ
る
。 

 
 
 
 

ガ 
 
 
 
 

カ
ク 

 
 
 

慣
用
音 

 
 

呉
音
・
漢
音 

…
…
『
新
選
漢
和
辞
典
』
第
七
版 

（
小
学
館 

二
〇
〇
八
） 

 
 
 

呉
音 

 
 
 

漢
音 

…
…
…
…
…
『
例
解
学
習
漢
字
辞
典
』
第
四
版 

（
小
学
館 

一
九
九
七
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
全
訳 

漢
辞
海
』
第
二
版 

（
三
省
堂 

二
〇
〇
六
） 

 
 
 

慣
用
音 

 
 

漢
音 

…
…
…
…
…
『
旺
文
社 

漢
和
辞
典
』
第
五
版 

（
一
九
九
三
） 

 
 
 
 

古
い
時
代
の
資
料
は
、
あ
る
程
度
に
数
が
限
ら
れ
、
編
集
者
の
意
見
の
相
違

が
出
や
す
い
た
め
で
あ
る
。 

注
６ 

円
満
字
二
郎
『
漢
和
辞
典
的
に
申
し
ま
す
と
。
』
文
春
文
庫
（
文
藝
春
秋 

 
 

二
〇
一
七
・
三
）
二
〇
五
頁
。 

注
７ 

両
書
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
警
句
を
掲
げ
る
。 

 

古
典
…
…
古
典
の
作
者
の
幸
福
な
る
所
以
は
兎
に
角
彼
等
が
死
ん
で
い
る

こ
と
で
あ
る
。（『
侏
儒
の
言
葉
』） 

 
 
 
 

政
治
…
…
仮
装
し
て
行
う
利
害
得
失
の
争
い
（『
悪
魔
の
辞
典
』） 

注
８ 

千
野
栄
一
「
人
名
学
と
言
語
学
」
同
氏
『
言
語
学
の
た
の
し
み
』（
大
修
館
書

店 

一
九
八
〇
・
二
）
九
四
頁 

注
９ 

和
田 

清
『
校
章
の
自
然
誌
』（
信
濃
毎
日
新
聞
社 

一
九
八
五
・
六
）
九
七
頁 

  

【
参
考
文
献
】 

大
橋
敦
夫
・
阿
部
博
美
「
方
言
と
総
合
学
習
―
―
高
等
学
校
で
の
実
践
を
例
に
―
―
」

『
こ
と
ば
と
文
化
』
４
（
長
野
・
言
語
文
化
研
究
会 

二
〇
〇
七
・
三
） 

大
橋
敦
夫
「
上
田
の
養
蚕
教
育
・
養
蚕
学
校
」『
地
方
教
育
史
研
究
』
35
（
全
国
地
方

教
育
史
学
会 

二
〇
一
四
・
五
） 

大
橋
敦
夫
「
方
言
を
教
材
に
し
た
総
合
学
習
の
展
開
―
―
「
信
州
弁
の
日
」
の
ま
と
め

を
踏
ま
え
て
―
―
」『
上
田
女
子
短
期
大
学
総
合
文
化
研
究
所 

所
報 

學
海
』
４

（
二
〇
一
八
・
三
） 

   ［
付
記
］
本
稿
は
、
平
成
三
〇
年
度
長
野
県
国
語
国
文
学
会
春
季
大
会
・
研
究
大
会
（
於
．

上
田
市
中
央
公
民
館 

二
〇
一
八
・
六
・
一
六
）
に
お
け
る
講
演
を
ふ
ま
え
た

も
の
で
あ
る
。
お
話
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
と
、
事
後
に
ご
教
示

を
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 




